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消 費 と 流 通  

<消 費 ⽣ 活 と 消 費 者 の 権 利 > 

財 と サ ー ビ ス  家 計  

商品のうち食べ物や衣類など、目に見え形を持つものを①選挙  という。 

形のない商品を②選挙    という。 

人々はお金を払って①や②を買い、消費して生活している。 

 

家族や個人など、消費生活を営む単位を③選挙   という。③の収入を 

④選挙   という。 

  ④ には 

l ⑤選挙     ― 会社などで働いて得られる賃金 
l ⑥選挙     ― 農業や商店などを経営して得られる収入 
l ⑦選挙     ― 利子・配当・地代・家賃など 

がある。 

 一般に収入から、食料費、被服費、住居費、光熱・水道費、娯楽費などの 

⑧選挙    支出と税金・社会保険料などの義務的な支出を引いた残額を 

⑨選挙    という。 

 

 最近では、現金の持ち合わせがなくても後払いで商品を買うことができる 

⑩選挙    で買い物をすることができる。⑩は返済可能な範囲を超えてし
まうと、さらに借金を繰り返し、どうしようもなくなって裁判所に 

⑪選挙    を申請することもある。 
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 また、専用のカードやスマホアプリに金額分をチェージして商品を購入する
ことができる⑫選挙    も普及している。⑫を使うことで、現金を持ち歩
かなくても良い利点がある。 

練習問題 

下の表はある家計の月あたりの支出を表したものである。 

収⼊ 396,000  円 
⾷費 46,000  円 
⽔道光熱費 54,000  円 
被服費 13,000  円 
交通費 20,000  円 
通信費 23,000  円 
住居費 87,000  円 
教育娯楽費 36,000  円 
その他の出費 20,000  円 
税⾦ 36,000  円 
社会保険料 24,000  円 
⽣命保険料 12,000  円 
銀⾏預⾦ 25,000  円 

 

ア  月の消費支出はいくらになるか。 

 

 

イ 月の貯蓄は全部でいくらになるか。 

 

 

ウ この月の家計はいくらの黒字または赤字になるか 
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消 費 者 の 権 利 と 契 約  

消費者が自分の意思と判断によって商品を購入することを①平和       
という。 

1962 年にアメリカの②選挙    大統領が消費者の４つの権利を提唱。 

l ③選挙  を求める権利 

l ④平和  する権利 

l ⑤平和   を反映させる権利 
l 知らされる権利 

  

買い物をするとき、売り手と買い手の間で、何をいくらで売買するか、合意が
成立することを⑥平和   という。だれと、どのような内容の⑥をどのよう
な方法で結ぶかは、基本的に自由であり、これを⑦平和       とい
う。 

製 造 物 責 任 法  

1995 年 

 消費者が商品の欠陥
けっかん
によって、身体や財産に損害を受けたときに、企業に過

失がなくても、企業に被害の救済の責任を負わせることができる法律が施行さ
れる。これを①平和     法という。 

(略称はアルファベットで②平和   法) 

練習問題 

 ① で救済されない事例を次のア～エから１つ選びなさい。 

ア ドライヤーを使っていたら発火して火傷を負った。 

イ 買ったばかりの自転車に乗ったらペダルが外れて転倒して怪我をした。 

ウ 道でスマートフォンを使っていたら前から来た自転車とぶつかって怪我を
した。 

エ 買ったカップ麺の中に異物が入っていて、お腹を壊した。 
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消 費 者 を 守 る 法 律 や 制 度  

訪問販売や電話勧誘などで商品を購入した場合、①平和日以内なら特定記録郵
便などで契約開場通知を売り手に送付すれば契約の解除ができる。この制度を 

②平和          という。 

 

2001 年に施行された l、販売業者が事実と異なる性質を説明した場合などのと
き、契約を取り消すことができる法律を③平和     法という。 

 

1968 年に消費者保護基本法が施行され、その後②の制度などが整備された。
この法律は 2004年に④平和     法に改正され、消費者の権利を尊重す
るとともに、消費者の⑤平和  を支援する責務があることを定めた。私たち
は「⑤した消費者として、商品に対する知識や情報を収集し、それにもとづい
て消費生活を送ることがもとめられている。 

2009 年には、消費行政を一元化するために⑤平和     が設けられた。 

 

練習問題 

次のア～ウを解決するために、どのような法律が必要か。制度名をそれぞれ答
えなさい。 

 ア 3 日前に祖母の自宅に訪問販売員が来て、高額な布団セットを購入して
しまったが、契約を取り消したい。 

 

 イ 中古車を購入したら、過去に事故の起こした車であることが分かった。
販売員には「事故車ではない」と説明されていた。 

 

 ウ 買ったジュースに異物が混入していて、飲んだときの喉を痛めて病院に
行くことになってしまった。 
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解   答                       

＊表記法は教科書で確認してください。 

財 と サ ー ビ ス  家 計  

① 財  ②サービス ③家計  ④所得 ⑤給与所得 ⑥事業所得 ⑦財産所得 

⑧消費 ⑨貯蓄 ⑩クレジットカード ⑪自己破産 ⑫ 電子マネー 

練習問題 

ア 299,000 円  (食費～その他の出費までの支出の合計) 

イ 37,000 円 （生命保険料＋銀行預金）＊生命保険料は義務的な支出でないの
で貯蓄と同じ 

ウ 37,000 円の黒字 （収入―（消費支出＋税金・社会保険料） 

 

消 費 者 の 権 利 と 契 約  

①消費者  ②ケネディ  ③安全  ④選択   ⑤意見 ⑥契約 ⑦契約の自由の原
則 

製 造 物 責 任 法  

①製造物責任 ②PL  

練習問題  ウ 

消 費 者 を 守 る 法 律 や 制 度  

① 8  ②クーリング・オフ  ③消費者契約  ④消費者基本 ⑤ 自立 

練習問題 

ア クーリング・オフ イ 消費者契約法 ウ 製造物責任（PL）法 

 


